
LOK-01
●型式番号
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LOK-01

●一般仕様

●性能仕様

　項目　　　　　　　　  仕様 
電源電圧　　　　DC 24Ｖ ＋15％ －10％  
使用周囲温度　　0～＋50℃ 
保存温度　　　　－20～＋70℃
使用周囲湿度　　35～85％RH　結露なきこと 
雰囲気　　　　　腐食性ガスがないこと  
耐振動　　　　    JIS  C  0040  に準拠 
耐衝撃　　　　　100m/s2

絶縁抵抗　　　　外部端子と外箱間  20ＭΩ以上 
耐電圧　　　　　外部端子と外箱間  ＡＣ1000Ｖ 1分間   
耐ノイズ　　　　1200Ｖp-p （パルス幅1μs）

　　項目           　　　　　　仕様       
　伝送方式　　　　双方向時分割多重伝送方式   
　同期方式　　　　ビット同期方式    
　伝送手順　　　　ユニライン・プロトコル    
　伝送速度　　　　28.5kbps (標準）/ 29.4kbps (Hシステム）
　接続方式　　　　マルチドロップ接続 
　伝送距離※　　　最大200ｍ

○本機を接続することにより、ループ配線の片方向が断線し
た場合でも伝送を止めることなく異常を検知します。
○万一伝送線が断線しても工程を止めることなく後日にメン
テナンスを行うことができます。
○ＤＩＮレールに容易に取付けられます。

ループ配線断線検知ユニット

[カバー開］

DINレール固定具

エラー表示     赤

POWER  電源表示   緑

端子台

断線時、点滅します。

DC電源供給時、点灯
します。

※ループを含む

切り離しスイッチ

ON

LOK-01
POW       

ERR       
ERR       

ERR

●性能仕様
　　項目           　　　　　　仕様       
　ファンイン　　　4（ターミナル4台分）   
　エラー出力　　　DC30V,20mA

○システム電源
　ＤＣ２４Ｖ安定化電源を使ってください。
　非安定電源はシステムの誤動作の原因となります。
○高圧線、動力線との分離
　本システムは高いノイズマージンを有していますが、伝送
ライン、入出力ケーブルは、高圧線や動力線から離してく
ださい。

○コネクタ接続、端子接続
・コネクタ内側には金属くずなどを入れないでください。
・コネクタがはずれないようケーブル長さなどに配慮してく
ださい。

・誤配線は機器に損傷を与えます。
○本システムは、下記資料に定められた仕様や条件の範囲
内でご使用ください。

○システム安全性の考慮
　本システムは、一般産業用であり安全用機器や事故防止
システムなど、より高い安全性が要求される用途に対し
て適切な機能を持つものではありません。

○設置や交換作業の前には、必ずシステムの電源を切って
ください。

この表示は、取り扱いを誤った場合、死亡または重傷を
負う可能性が想定される内容です。

この表示は、取り扱いを誤った場合、傷害を負う可能
性、および物的損害のみの発生が想定される内容です。

本システム機器をお買いあげいただきありがとうございます。この取扱説明書をよくお読みのうえご使用ください。
また、システム全体の取扱いについてはテクニカルマニュアルをご参照ください。
安全にお使いいただくため、次のような記号と表示で注意事項を示していますので必ず守ってください。
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伝送ケーブルの総延長は
最大２００ｍです。

安定化電源を使用し
てください。
電源電圧は
DC24Ｖ～27.6Ｖ間で
設定してください。

配線終了後、故意に
断線させ、断線を検
出することを確認し
てください。

ER1 ER2 ER3 ER4 ER5 RUN
SEND 32 64 96 128 POWER

SD-120

24V

0V

Ｇ
Ｄ

センドユニット

青 白 赤 黒 緑

ローカルＤＣ電源
　　(DC24V)

配線色

ＤＣ電源
(DC24V)

伝送ラインの内容　　
D,G :信号ライン

24V,0V:電源ライン　

P
LC
コ
ネ
ク
タ

AC

SD-120

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

POWER  SENDPOWER  SEND                0     1     2     3     4     5     6     7  0     1     2     3     4     5     6     7

PTV-□□T
パワーターミナル
（出力ユニット）

・LOK-01

D G PC PE D1 G1

センドユニット側に
接続します。

エラー出力 ループして返ってくる
伝送線を接続します。

エンドユニット
ED-120

D G
（赤） （黒）

ON

D PCG PE G1D1

24V
0V

D

G

24
V

0VD G

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

POWER  SENDPOWER  SEND                0     1     2     3     4     5     6     7  0     1     2     3     4     5     6     7

STV-□□T

24V
0V

D
G

24
V

0VD G

センサーターミナル
（入力ユニット）

D
G

24
V

0VD G

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

POWER  SENDPOWER  SEND                0     1     2     3     4     5     6     7  0     1     2     3     4     5     6     7

PTV-□□T
パワーターミナル
（出力ユニット）

伝送ラインには
高圧線や動力線
を近付けないで
ください。　　

従来のセンドユニットの
断線検知機能は働きませ
んので断線はLOK-01で
監視してください。

■標準システム

電源部

D

G

LOK-01

POWER

端子台

D1

G1

PC

PE

ERR

ERR

ERR

ON

OFF

ON

OFF

切り離しスイッチ

断線検知
回路

エラー出力

D1

G1

エラー出力
DC30V･20mA
（エラー時ON）

POWER  SEND         0     1     2     3     4     5     6     7

POWER  SEND         0     1     2     3     4     5     6     7

POWER  SEND         0     1     2     3     4     5     6     7

POWER  SEND         0     1     2     3     4     5     6     7

ループ配線断線検知ユニット
LOK-01

通常、切り離し
スイッチはONに
してください。

接　続　例

遠隔部分での電源電圧降下には
図のようなローカル電源方式を
考慮してください。

この場合ユニット間の接続は
D-Gの信号２線のみとなります。
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POWER  SEND         0     1     2     3     4     5     6     7

POWER  SEND         0     1     2     3     4     5     6     7

POWER  SEND         0     1     2     3     4     5     6     7

伝送ケーブルの総延長は
最大２００ｍです。

配線終了後、故意に
断線させ、断線を検
出することを確認し
てください。

ローカルＤＣ電源
　　(DC24V)

伝送ラインの内容　　
D,G :信号ライン

24V,0V:電源ライン　

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

POWER  SENDPOWER  SEND                0     1     2     3     4     5     6     7  0     1     2     3     4     5     6     7

PTV-H□□T
パワーターミナル
（出力ユニット）

ON

D PCG PE G1D1

24V
0V

D

G

24
V

0VD G

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

POWER  SENDPOWER  SEND                0     1     2     3     4     5     6     7  0     1     2     3     4     5     6     7

STV-H□□T

24V 0V

D
G

24
V

0VD G

センサターミナル
（入力ユニット）

D
G

24
V

0VD G

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

POWER  SENDPOWER  SEND                0     1     2     3     4     5     6     7  0     1     2     3     4     5     6     7

PTV-H□□T
パワーターミナル
（出力ユニット）

伝送ラインには
高圧線や動力線
を近付けないで
ください。

ループ母線が１ヶ所断線した時、LOK-01は断線を検知しますが、SD-H2(A)は
検知しません。しかしターミナルへの供給電源が切れた場合は検出されます。■Hシステム

ON-LINE

UNITS UNIT ADDRESS

MONITOR

SET DISPLAY

24V

0V Ｇ

Ｄ

センドユニット
ＤＣ電源
(DC24V) SD-H2(A)

PLCコネクタへ

AC電源電圧は
ＤＣ24Ｖ～
27.6Ｖ間で
設定して
ください。

安定化電源
を使用して
ください。

ER1 ER2 ER3 ER4 ER5 RUN

SEND SIZE

32 64 128 256

POWER

［Ｈシステムユニット］

［Ｈシステムユニット］

［Ｈシステムユニット］

ループ配線断線検知ユニット
LOK-01

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

POWER  SENDPOWER  SEND                0     1     2     3     4     5     6     7  0     1     2     3     4     5     6     7

STV-H□□T

24V
0V

D
G

24
V

0VD G

センサターミナル
（入力ユニット）

［Ｈシステムユニット］

支線が断線した場合、
SD-H2(A)、LOK-01とも
に断線を検知しますが、
切り離れたユニットの伝
送も途切れます。

正常 正常 異常 正常異常

○接続図のA点が断線した場合エラー出力は下記のようになります。

1リフレッシュ時間

○エラー出力はラッチではありません。断線が復帰しますと正常にもどります。
○電源投入時エラー出力をすることがあります。

ユニット③ ユニット④ ユニット① ユニット② ユニット③

ユニット ①

ユニット ②

ユニット ③

ユニット ④

A点

B点

（ただしアドレスの設定により変わります）

通常、切り離し
スイッチはONに
してください。

エンドユニット
ED-H2

ED-H2のID番号は他のターミ
ナルで使用していない番号に
設定してください。

ED-H2は、接続してくださ
い。接続がない場合は、B点
での断線が検知されません。

D G
（赤） （黒）

接　続　例

ローカルＤＣ電源
　　(DC24V)

遠隔部分での電源電圧降下には
図のようなローカル電源方式を
考慮してください。

この場合ユニット間の接続は
D-Gの信号２線のみとなります。

分岐ユニット
HB-4

CONNECTION BOX

HB-4

伝送ラインの
Ｔ分岐に便利
な分岐ユニッ
トをおすすめ
します。

0V

24V

G

D

24
V

0VD G
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6.
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●圧着端子

M3用

6.
0

m
ax

.

圧着端子を使用される
ときはM３用の右図の
寸法のものを使用して
ください。

40.0 50.0

90.0

93.7

60
.0

47
.0

90.0
45.0

50
.0

●ネジ取付●ケーブル引き出し部分

●DINレール取付

40.0 DINレール（35mm）
DINレール中心

M3またはM4取付けネジ
（長さ10mm以上）

矢印部分を折り取ってケーブルを
引き出してください。

LO
K

-01
P

O
W

    E
R

R
    E

R
R

    E
R

R

ON

OFF

OFF

切り離しスイッチ

ON-LINE

UNITS UNIT ADDRESS

MONITOR

SET DISPLAY

＊サイジング
    SD-H2(A)のSETを細いピンなどで
  押してください。

単位：mm

●端子仕様

結線方法
ねじ
締付トルク（N･m）
適用電線（mm2）[AWG]

より線または圧着端子 
Ｍ3

0.5～0.75   
0.3～1.25［22～16］

１）配線完了後、切り離しスイッチをＯＦＦにしてサイジング＊を行います。
２）SD-H2(A)の応答端末数表示と実際に接続されている台数が一致すること
を確認してください。

３）ループ配線ユニットの切り離しスイッチをＯＮ状態にもどし、監視を開
始します。

４）故意にループ配線を断線させ、LOK-01が断線を検知することを確認して
ください。

５）システム稼動後、LOK-01が断線を検出しメンテナンスを行う場合LOK-01
をＯＦＦにするとSD-H2(A)の断線検知機能が働き、断線しているユニット
が解ります。（伝送も途切れてしまいますのでご注意ください）

６）メンテナンス終了後は、１～４の作業を繰り返してください。
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